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論  文  内  容  の  要  旨  

キノポリトカゲ属（Japalura）は旧世界の熱帯を中心に拡散しているキノポリトカゲ科（Agamidae）の中で唯一，台湾  

や琉球列島にまで進出している群である。この仲間は種間で形態的相違が少ないため分類が難しく，東アジア島喚域の集団  

に関しては1種にまとめた上で3亜種に分類する説や，琉球の集団と台湾の集団を別種に分ける説などがあり，専門家の間  

でも統一見解が得られていなかった。   

申請者はまず台湾での調査研究に取り組み，J∫Wg〝ゐ0扇∫1種のみとされていたこの地域のキノポリトカゲ属の中に，少  

なくとも平地に1タイプ，高地に2タイプ，染色体の形態や数がまったく異なり生物学的には別の種と考えられるものがい  

ることを明らかにした○高地のうちの1つは20世紀前半に1度記載されその後シノニムとして消されたゎクαJ〟rαあrβV如∫  

に対応することがタイプ標本の再検討から明らかになり，これを有効種として再定義した。一方低地の集団については，染  

色体には変異がないものの後肢の相対長が不連続に異なる2つのタイプが同所的に見られることを野外観察と標本調査で確  

認し，両者がそれぞれ別種であることを明らかにした。   

台湾の低地の固有種とされることが多いJ∫W∫乃ん0和才∫に実は戦前にべトナムから亜種J∫．Cゐ呼αg那f∫，が記載されていた  

問題にも取り組み，この亜種の基準標本の調査結果にもとづきこれがJ∫W血ゐ0〝ねとは大きく異なる別種であることを明ら  

かにし，永年続いた生物地理学上の謎に決着をつけた。さらにこの結果から形態的定義が明確となった∫封扁励馴血やJ  

みrev¢g∫と比較することで，上記の高地型のうちの一方を形態的にも定義できる新種上川血捕として記載した。さらに大英  

博物館に所蔵されていた∫射止祓鋸南の基準標本を調べることで1世紀近くにわたり信じられてきた“低地の短足型’’がこ  

の種に対応するとの誤りをただし，長肢型をJ封祓励研ぬとして再定義するとともに，名称のなくなった短足型を形態にお  

ける高い類似性を根拠に琉球のキノポリトカゲの亜種J∫．ズα乃Jゐ0∫わ∽αとして新たに記載した。またJ∫Wf〝ゐ0和才∫が，カン  

ボジアから得られたとされる標本にもとづいて記載されたJγ〟〝〝α乃e〝∫g∫ク叩efのタイプ標本にも対応することを示し，こ  

の亜種をJ∫W加ゐ0乃わのシノニムとするとともに，標本に誤った産地ラベルが付けられた経緯についても考察を加えた。さ  

らに一連の変異分析の結果から与那国島の集団についてもその特異性を示し，キノポリトカゲ内の新亜種として記載した。   

これら一連の研究の結果，東アジア島喚域のキノポリトカゲ属についてきわめて客観性が高く多様性の実体を反映した分  

類体系が確立された。  

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  

台湾から大隈諸島にかけて連なる弧状列島は世界的にも珍しい漸問亜熱帯性気候下にあり，長く複雑な地史を通してさま  

ざまな系群の生物が多様化する舞台となってきた。しかしながら個々の系群の分類学的多様性に関する包括的な研究は多く  

なく，リンネの体系として現在表現されている多様性と実際の多様性との間には大きな開きがあると考えられている。この  

ような状況下で申請者は，これら東アジア亜熱帯島喚域のほぼ全域に分布するキノポリトカゲ属（カ卯血相）を対象に分  
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類学研究を行なった。   

申請者はまず，研究開始の時点で1種2～3亜種だけが分布するとされていた台湾の集団について，山地や離島を含むほ  

ぼ全域で採集を行なった。そしてまず核型分析の結果にもとづきそれまで単一の亜種∫∫．∫W～〝ゐ0〝ねとされていた北部低地  

と中央山脈の集団が実際には3種を含むことを明らかにした。このうち中央山脈に見られる2種の片方が1936年に1度記載  

された後シノニムとして消されていた⊥みrgv如∫に対応することをタイプ標本の直接的な比較検討から明らかにし，これ  

を有効種として再定義した。中央山脈のもう一方の種については新種J．mαたょょとして記載した。一方北部低地のJ．∫．  

∫Wf〝ゐ0乃ね集団については別亜種エ∫．椚f加た〟rifと同所的に見られる場所で野外観察を行ない，両者の利用する微環境や形  

態に差異があることを示しそれぞれが独立種であると結論した。さらに有効と見なされることの多い′∫．カr〝Zβ∫g乃∫ねに関  

してはJ〃祓加戒胡頂上ともに地理的変異を解析し，後者との間で不連続な差異がないことを示しそのシノニムとした。また  

大英博物館に所蔵されていたJ∫W玩九州直の基本標本を調べ，1世紀近くにわたって侶じられてきたこの名称と上記2種の  

うちの1つとの対応が誤りであることを発見し，J∫W玩九州心を再定義するとともにこの変更によって名称のなくなった方  

を琉球列島産キノポリトカゲ（∫卯中郡昭和）の亜種Jp．ズα乃血∫わ椚αとして新たに記載した。さらにこのような変更の  

結果台湾の北部から奄美諸島までの列島上に広域分布すると位置付けられることとなったJク0妙go〝αJαについてほとんど  

の分布島喚から採集された標本多数について形態の変異を分析し，このうち八重山諸島の与那国島の集団が隣接する西表島  

や台湾の集団から不連続に変異することを明らかにし，同島固有の新亜種Jク．（わ乃α乃として記載した。   

一方戦前にべトナムから記載された亜種J∫Wf乃ゐ0乃f∫C力呼βe那fについてもタイプ標本の調査にもとづき独立種であるこ  

とを明らかにし，さらにカンボジアから得られたとされる標本にもとづいて同じく戦前に記載されたJγ〟乃〃β〝g乃∫i∫ク叩ef  

についてタイプ標本を調べこの亜種がJ∫Wf乃あ0乃ねのシノニムであることを示すとともに，標本に誤った産地ラベルが付け  

られた経緯についても考察を加えた。   

このように本論文では，分類学において一般的な形態形質に加え核型や分布，野外生態に関する情報も加味することでこ  

の地域のキノポリトカゲ属に関してきわめて信頼性の高い分類体系を構築しており，今後のこの群を対象とした系統発生や  

生物地理に関する研究に道を開いたものと高く評価できる。   

よって，本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める。なお，本論文および参考論文に報告されている  

研究業績を中心として学識確認を含めた口頭試問を行なった結果，合格と認めた。  
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